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謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中

　岡

　伊
佐
雄
さ
ん
（
下
池
原
）

五
月
三
日

逝
去

　

　享
年
七
十
六
才

下
池
原
（
５
月
18
日
）

中

　岡

　美
奈
子

　さ
ん

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

住宅家賃助成金のご案内
○助成対象者
村営住宅または民間賃貸住宅等に入居している50歳未満の方（契約者本人）
※生活保護受給者、正職員である地方公務員および下北山村役場職員の給与支給に準じた住
　宅手当を受給している者、村税等の滞納者は対象外

○助成金額
・家賃の月額から10,000円を控除した額の１/２ 。（上限50,000円）※100円未満切捨て
・勤め先などから住宅手当を受給している場合は、手当てを差し引いた額の１/２を支給。
（例）38,500円の家賃を払っていて、勤め先から5,000円の住居手当をもらっている場合　
　　（38,500円－10,000円－5,000円）×１/２＝11,750円→支給額11,700円／月

○支給期間
申請のあった日の属する月からその月の属する年度の３月31日までとなりますので、継続し
て助成を希望される場合は毎年申請が必要です。また、助成金は３か月ごとにまとめて支給
します。

○申請・詳細についての問合せ
　下北山村役場　地域創生推進室　TEL：６－０００１

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
は
、
５
月
12
日
に
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と

定
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
１
週
間
（
５
月
12
日
〜
18
日
）
を
「
活
動
強
化
週
間
」

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
本
村
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
布
マ
ス
ク
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
主
に
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
見
回
り
を
兼
ね
て
マ
ス
ク
を
持
っ
て
い
な
い
方
へ
配
付

し
、
園
児
・
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
も
、

１
人
２
枚
ず
つ
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
材
料
（
布
や

ゴ
ム
）
が
手
に
入
り
に
く
い
た
め
、
委
員

の
皆
さ
ん
が
寄
せ
集
め
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

ク
ラ
ブ
員
の
方
々
の
協
力
も
得
て
、
約
６

０
０
枚
以
上
の
布
マ
ス
ク
を
製
作
し
ま
し

た
。 民

生
児
童
委
員
の
強
調
週
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

民
生
児
童
委
員
の
強
調
週
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

村にも一部、贈呈いただきました
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　１
月
中
旬
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
者
の
報
道
が
マ
ス
コ
ミ

を
通
じ
て
流
れ
る
中
、
本
村
で
は
奈
良

県
、
近
隣
市
町
村
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
対
応
し
て
き
ま
し
た
。

　２
月
に
は
、
密
集
を
避
け
る
た
め
、

止
む
無
く
、
さ
く
ら
祭
り
を
始
め
と
す

る
行
事
等
の
中
止
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の
臨

時
休
校
措
置
な
ど
を
決
断
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影
響
は
、
今
ま

で
村
が
経
験
し
な
か
っ
た
事
態
を
招
き

始
め
ま
し
た
。

　４
月
７
日
、
７
都
府
県
（
東
京
都
・

埼
玉
県
・
千
葉
県
・
神
奈
川
県
・
大
阪
府
・

兵
庫
県
・
福
岡
県
）
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
本
村
に
お
い
て
も
翌
日

に
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
も
全
国
的
に
感
染
者
が
急
増

し
、
４
月
16
日
に
は
全
て
の
都
道
府
県

に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
村
民

の
皆
様
に
対
し
て
も
生
活
の
中
で
の
感

染
予
防
対
応
や
移
動
の
自
粛
な
ど
ご
協

力
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
更
に
５

月
４
日
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
５
月
末

日
迄
に
延
長
す
る
と
決
ま
り
ま
し
た

が
、
５
月
14
日
に
39
県
に
緊
急
事
態
宣

言
が
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

　し
か
し
ま
だ
ま
だ
油
断
を
許
す
状
態

で
は
な
く
、
継
続
し
た
感
染
予
防
並
び

に
関
係
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
、
村
と

関
係
機
関
と
の
調
整
対
応
に
あ
た
っ
て

お
り
ま
す
。

学
校
・
施
設
に
お
け
る

感
染
拡
大
予
防
策
に
つ
い
て

【
小
中
学
校
】

　４
月
22
日
よ
り
学
年
別
分
散
登
校
、

４
月
27
日
よ
り
完
全
休
校
、
５
月
18
日

か
ら
通
常
登
校
と
な
り
ま
し
た
。（
こ

れ
ま
で
同
様
に
、
検
温
、
児
童
生
徒
の

席
の
間
隔
、
教
室
の
換
気
、
室
温
管
理
、

マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
を
徹
底
し
対
応
を

継
続
）

【
保
育
所
】

　４
月
24
日
よ
り
規
模
縮
小
に
て
保
育

を
実
施
し
、
５
月
18
日
か
ら
は
通
常
保

育
と
な
り
ま
し
た
。

【
ス
ポ
ー
ツ
公
園
関
連
施
設
（
宿
泊
施

設
・
温
泉
・
キ
ャ
ン
プ
場
等
）】

　村
の
観
光
拠
点
と
し
て
多
く
の
来
訪

客
を
受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の

多
く
は
、
県
外
を
含
む
不
特
定
多
数
の

サ
ッ
カ
ー
合
宿
や
キ
ャ
ン
プ
客
な
ど
の

こ
と
か
ら
、
営
業
開
始
以
来
、
初
め
て

４
月
20
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
臨
時
休

業
と
な
り
ま
し
た
。
６
月
１
日
よ
り
感

染
拡
大
予
防
対
策
を
講
じ
な
が
ら
営
業

を
再
開
し
ま
す
。

【
い
こ
い
の
郷
（
入
居
部
門
・
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
部
門
）】

　５
月
１
日
よ
り
入
居
者
と
の
外
部
来

訪
者
の
制
限
を
実
施
、
ま
た
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
に
つ
い
て
も
時
間
短
縮
に

て
入
浴
の
み
実
施
し
ま
し
た
。

　５
月
18
日
よ
り
通
常
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

と
な
り
ま
し
た
。

【
役
場
】

　職
員
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感

染
す
る
こ
と
も
想
定
し
、
所
属
課
全
員

が
濃
厚
接
触
者
と
な
る
こ
と
も
回
避
す

る
と
と
も
に
、
最
低
限
の
役
場
機
能
を

維
持
で
き
る
体
制
を
目
的
に
、
職
員
２

交
替
制
を
４
月
27
日
よ
り
５
月
15
日
ま

で
実
施
し
、
村
民
の
皆
様
に
も
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し
ま
し
た
。

家
計
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て

　国
に
お
い
て
の
支
援
策
と
し
て
、
住

民
生
活
維
持
の
た
め
「
特
別
定
額
給
付

金
」の
申
請
書
を
５
月
７
日
に
発
送
し
、

１
回
目
の
給
付
を
５
月
22
日
に
振
込
、

そ
の
後
随
時
振
込
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

（
５
月
28
日
現
在
、
申
請
率
91
％
）

外
出
自
粛
の
ご
協
力
に
つ
い
て

　ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の
不
要
不

急
の
外
出
自
粛
に
つ
い
て
は
、
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
も
あ
り
、
人
と

の
接
点
が
減
り
、
３
密
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

情
報
発
信
に
つ
い
て

　感
染
予
防
・
感
染
時
の
対
応
、
行
政

行
事
の
変
更
等
を
文
字
放
送
で
お
知
ら

せ
す
る
の
と
合
わ
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
も
、
国
の
支
援
策
等
の
情

報
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
専
門
の
バ

ナ
ー
を
設
置
し
、
き
め
細
や
か
な
情
報

発
信
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
す
る

ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
気
を
緩
め
る
こ

と
の
で
き
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
共
存
す
る
か
た
ち
で
、
今
後
も
予
想

さ
れ
る
第
２
波
、
第
３
波
に
備
え
、
新

し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。　引

き
続
き
、「
う
つ
ら
な
い
、
う
つ

さ
な
い
」
行
動
に
留
意
い
た
だ
き
、
村

内
で
も
発
生
し
な
い
よ
う
、
今
後
も
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
致
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　緊
急
事
態
宣
言
解
除
を

　
　
　受
け
て
こ
れ
ま
で
の

村
の
取
り
組
み
・

　
　
　対
応
に
つ
い
て
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に
つ
い
て

　ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
中
の
不
要
不

急
の
外
出
自
粛
に
つ
い
て
は
、
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
も
あ
り
、
人
と

の
接
点
が
減
り
、
３
密
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

情
報
発
信
に
つ
い
て

　感
染
予
防
・
感
染
時
の
対
応
、
行
政

行
事
の
変
更
等
を
文
字
放
送
で
お
知
ら

せ
す
る
の
と
合
わ
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
お
い
て
も
、
国
の
支
援
策
等
の
情

報
を
お
伝
え
す
る
た
め
、
専
門
の
バ

ナ
ー
を
設
置
し
、
き
め
細
や
か
な
情
報

発
信
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
す
る

ま
で
に
は
、
ま
だ
ま
だ
気
を
緩
め
る
こ

と
の
で
き
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
共
存
す
る
か
た
ち
で
、
今
後
も
予
想

さ
れ
る
第
２
波
、
第
３
波
に
備
え
、
新

し
い
生
活
様
式
を
取
り
入
れ
た
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。　引

き
続
き
、「
う
つ
ら
な
い
、
う
つ

さ
な
い
」
行
動
に
留
意
い
た
だ
き
、
村

内
で
も
発
生
し
な
い
よ
う
、
今
後
も
村

民
の
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
致
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　緊
急
事
態
宣
言
解
除
を

　
　
　受
け
て
こ
れ
ま
で
の

村
の
取
り
組
み
・

　
　
　対
応
に
つ
い
て
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徴収猶予の「特例制度」
新型コロナウイルスの影響により納税が困難な方へ

対象となる方

対象となる地方税

申請手続等

無担保・延滞金なし

○新型コロナウイルスの影響により事業等に係る収入に相当の減少があった方は、１年間、地方税の徴収の猶予
を受けることができるようになります。
○担保の提供は不要です。延滞金もかかりません
（注）猶予期間内における途中での納付や分割納付など、事業の状況に応じて計画的に納付していただくことも可能です。

以下①②のいずれも満たす納税者・特別徴収義務者（個人法人の別、規模は問わず）が対象となります。
①新型コロナウイルスの影響により、令和２年２月以降の任意の期間（１か月以上）において、事業等に係る
収入が前年同期に比べて概ね20％以上減少していること。
②一時に納付し、又は納入を行うことが困難であること。
（注）「一時に納付し、又は納入を行うことが困難」かの判断については、少なくとも向こう半年間の事業資金を考慮に入れるなど、
申請される方の置かれた状況に配慮し適切に対応します。

•令和２年２月１日から同３年１月31日までに納期限が到来する個人住民税、地方法人二税、固定資産税など
ほぼすべての税目（証紙徴収の方法で納めるものを除く）が対象になります。
•これらのうち、既に納期限が過ぎている未納の地方税（他の猶予を受けているものを含む）についても、遡って
この特例を利用することができます。

•関係法令の施行から２か月後（令和２年６月30日）、又は、納期限（納期限が延長された場合は延長後の期限）の
いずれか遅い日までに申請が必要です。
•申請書のほか、収入や現預金の状況が分かる資料を提出していただきますが、提出が難しい場合は口頭によ
りおうかがいします。

【対象者】
下北山村国民健康保険の被保険者で給与の支払いを受けている人のうち、新型コロナウイルス感染症に感染
した場合、または発熱等の症状があり感染が疑われた場合に、療養のため勤務することができない人に傷病
手当金を支給します。

【支給対象日数】
勤務ができなくなった日から起算して３日を経過した日から勤務ができない期間のうち、勤務を予定してい
た日

【支給額】
直近の継続した3カ月間の給与収入の合計額を勤務日数で除した金額×２/３×日数（支給対象日数）

【適用期間】
令和２年１月１日から令和２年９月３０日までの間の療養のため勤務することができない期間（ただし、入
院が継続する場合等は、最長１年６カ月まで）

【申請方法】
申請を希望する場合は、必ず事前に電話でご連絡ください。
☎住民課国保係 ０７４６８－６－０００１

新型コロナウイルス
国民健康保険被保険者に傷病手当金を支給します

　
本
年
５
月
12
日
（
火
）
よ
り
『
下
北

山
村
歯
科
診
療
所
』が
新
し
く
開
院
し
、

多
く
の
村
民
の
方
々
が
利
用
し
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
か
ら
は
「
わ
ざ
わ
ざ
熊
野
ま

で
入
れ
歯
の
調
整
に
行
か
な
く
て
よ
く

な
っ
て
、
良
か
っ
た
よ
」「
あ
り
が
た

い
」
な
ど
温
か
い
お
言
葉
を
た
く
さ
ん

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
日
頃
の
歯
の
健
康
づ
く

り
に
お
役
立
て
下
さ
い
。

【
場

　
　所
】
下
北
山
村
寺
垣
内
１
０

３
３
（
診
療
所
２
階
）

【
受
付
時
間
】
10
時
〜
13
時

【
歯
科
医
師
】

〇
第
１
・
３
・
５
火
曜
日 

　奈
良
県
立
医
科
大
学
口
腔
外
科
勤
務

　
中
上
　
佳
寿
彦
　
歯
科
医
師

〇
第
２
・
４
火
曜
日

　
奈
良
県
立
医
科
大
学
口
腔
外
科
勤
務

　
今
田
　
光
彦
　
歯
科
医
師

【
治
療
費
】
保
険
の
自
己
負
担
割
合
、

治
療
内
容
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

【
予
約
】
診
療
所
　
☎
６
ー
０
１
３
０

「村民の皆さん、
　これからよろしく
　お願いします。」 

婚
活
事
業
助
成
金
の

お
知
ら
せ

～
素
敵
な
出
会
い
を
応
援
し
ま
す
～

　
下
北
山
村
は
、
村
民
の
皆
様
の
結
婚

を
応
援
す
る
た
め
の
補
助
事
業
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
婚
活
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
参
加
費
及

び
、
自
ら
が
開
催
す
る
結
婚
活
動
を
目

的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
村
が
条
件
付
き
で
助
成
い

た
し
ま
す
。

○
対
象
者
：
50
歳
未
満
の
未
婚
の
方

○
内
容
：

　
・
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
費
用
（
費

用
の
９
割
以
内
。
上
限
３
万
円
）

　
・
結
婚
活
動
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ク

ル
活
動
費
用
（
費
用
の
２
／
３
以

内
）

　※

予
算
の
範
囲
内
で
助
成
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
申
請
期
間
：
随
時
受
付
け

　
奈
良
県
で
も
、「
な
ら
婚
活
応
援
団
」

が
婚
活
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供
等
の
婚

活
支
援
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

「
な
ら
婚
活
応
援
団
」

　
Ｈ
Ｐ
：h

ttp
s

://w
w

w
.n

a
-

radeai.pref.nara.jp/

【
申
請
・
詳
細
に
つ
い
て
の
問
合
せ
】

地
域
創
生
推
進
室
　
☎
６‐

０
０
０
１

後期高齢者を対象に「お口の健康診査」口腔健診を実施します後期高齢者を対象に「お口の健康診査」口腔健診を実施します
高齢者の健康を保持・増進し、生活の質（ＱＯＬ）の向上を図り、健康寿命の延伸を目的とします。
〇健診対象者：75歳・80歳・85歳（４月１日現在）の奈良県後期高齢者医療加入者。
〇健 診 料：なし
〇実　施　期　間：６月１日～ 12月20日
〇実　施　方　法：一般社団法人奈良県歯科医師会に属する奈良県の歯科医療機関にて、口腔健診を実施。
〇口腔健診実施歯科医療機関一覧表（吉野町・大淀町・川上村）：下記のとおり
◎口腔健診の申込み方法
口腔健診実施歯科医療機関一覧表にある歯科医療機関へ、事前にご予約いただき、受診当日に健診券（は
がき）※・被保険者証をご持参ください。
※健診券（はがき）は５月下旬に奈良県後期高齢者広域連合より健診対象の方へ送付されます。

◎新型コロナウイルス感染症の動向に応じて、口腔健診事業の内容を一部変更する場合がありますのでご
注意ください。 【お問合せ】奈良県後期高齢者医療広域連合事業課　TEL：0744－29－8430

【口腔健診実施歯科医療機関一覧表　吉野町・大淀町・川上村】
木 村 歯 科 医 院

森 口 歯 科 医 院

笹 木 歯 科 医 院

辻 井 歯 科 医 院

土 居 歯 科 医 院

今 元 歯 科

〒639-3433
吉野郡吉野町新子364
〒639-3111
吉野郡吉野町大字上市2345
〒639-3114
吉野郡吉野町丹治135-3
〒639-3103
吉野郡吉野町平尾312
〒639-3112
吉野郡吉野町立野222-1
〒638-0821
吉野郡大淀町下渕195-1

☎0746-36-6953

☎0746-32-2568

☎0746-32-5048

☎0746-32-8134

☎0746-32-2623

☎0747-52-0821

岡 下 歯 科 医 院

今 西 歯 科 医 院

尾 上 歯 科 医 院

うえむら歯科医院

川上村歯科診療所

〒638-0821
吉野郡大淀町下渕908-1
〒638-0821
吉野郡大淀町下渕96
〒639-3126
吉野郡大淀町新野241-1
〒638-0812
吉野郡大淀町桧垣本1677-1
〒639-3543
吉野郡川上村大滝30

☎0747-52-2266

☎0747-52-7841

☎0746-32-0006

☎0747-52-2468

☎0747-53-2088

下
北
山
村
歯
科
診
療
所
が
開
院
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徴収猶予の「特例制度」
新型コロナウイルスの影響により納税が困難な方へ

対象となる方

対象となる地方税

申請手続等

無担保・延滞金なし

○新型コロナウイルスの影響により事業等に係る収入に相当の減少があった方は、１年間、地方税の徴収の猶予
を受けることができるようになります。
○担保の提供は不要です。延滞金もかかりません
（注）猶予期間内における途中での納付や分割納付など、事業の状況に応じて計画的に納付していただくことも可能です。

以下①②のいずれも満たす納税者・特別徴収義務者（個人法人の別、規模は問わず）が対象となります。
①新型コロナウイルスの影響により、令和２年２月以降の任意の期間（１か月以上）において、事業等に係る
収入が前年同期に比べて概ね20％以上減少していること。
②一時に納付し、又は納入を行うことが困難であること。
（注）「一時に納付し、又は納入を行うことが困難」かの判断については、少なくとも向こう半年間の事業資金を考慮に入れるなど、
申請される方の置かれた状況に配慮し適切に対応します。

•令和２年２月１日から同３年１月31日までに納期限が到来する個人住民税、地方法人二税、固定資産税など
ほぼすべての税目（証紙徴収の方法で納めるものを除く）が対象になります。
•これらのうち、既に納期限が過ぎている未納の地方税（他の猶予を受けているものを含む）についても、遡って
この特例を利用することができます。

•関係法令の施行から２か月後（令和２年６月30日）、又は、納期限（納期限が延長された場合は延長後の期限）の
いずれか遅い日までに申請が必要です。
•申請書のほか、収入や現預金の状況が分かる資料を提出していただきますが、提出が難しい場合は口頭によ
りおうかがいします。

【対象者】
下北山村国民健康保険の被保険者で給与の支払いを受けている人のうち、新型コロナウイルス感染症に感染
した場合、または発熱等の症状があり感染が疑われた場合に、療養のため勤務することができない人に傷病
手当金を支給します。

【支給対象日数】
勤務ができなくなった日から起算して３日を経過した日から勤務ができない期間のうち、勤務を予定してい
た日

【支給額】
直近の継続した3カ月間の給与収入の合計額を勤務日数で除した金額×２/３×日数（支給対象日数）

【適用期間】
令和２年１月１日から令和２年９月３０日までの間の療養のため勤務することができない期間（ただし、入
院が継続する場合等は、最長１年６カ月まで）

【申請方法】
申請を希望する場合は、必ず事前に電話でご連絡ください。
☎住民課国保係 ０７４６８－６－０００１

新型コロナウイルス
国民健康保険被保険者に傷病手当金を支給します

　
本
年
５
月
12
日
（
火
）
よ
り
『
下
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村
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科
診
療
所
』が
新
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く
開
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し
、

多
く
の
村
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の
方
々
が
利
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し
て
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さ
っ
て
い
ま
す
。

　
利
用
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ら
は
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わ
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ざ
熊
野
ま

で
入
れ
歯
の
調
整
に
行
か
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て
よ
く

な
っ
て
、
良
か
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た
よ
」「
あ
り
が
た

い
」
な
ど
温
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い
お
言
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を
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く
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ん

い
た
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い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
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ら
も
日
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の
歯
の
健
康
づ
く

り
に
お
役
立
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下
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い
。
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】
下
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山
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垣
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１
０

３
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間
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〜
13
時
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３
・
５
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【
治
療
費
】
保
険
の
自
己
負
担
割
合
、

治
療
内
容
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す

【
予
約
】
診
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所
　
☎
６
ー
０
１
３
０

「村民の皆さん、
　これからよろしく
　お願いします。」 

婚
活
事
業
助
成
金
の
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知
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せ
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素
敵
な
出
会
い
を
応
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し
ま
す
～

　
下
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山
村
は
、
村
民
の
皆
様
の
結
婚

を
応
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す
る
た
め
の
補
助
事
業
を
行
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て
お
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ま
す
。
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活
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活
動
を
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き
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し
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す
。
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満
の
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婚
の
方
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内
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：
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ト
の
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用
（
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用
の
９
割
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上
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万
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動
を
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用
（
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用
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／
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）
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予
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の
範
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内
で
助
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せ
て
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た
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き
ま
す
。

○
申
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：
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時
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付
け

　
奈
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県
で
も
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な
ら
婚
活
応
援
団
」

が
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後期高齢者を対象に「お口の健康診査」口腔健診を実施します後期高齢者を対象に「お口の健康診査」口腔健診を実施します
高齢者の健康を保持・増進し、生活の質（ＱＯＬ）の向上を図り、健康寿命の延伸を目的とします。
〇健診対象者：75歳・80歳・85歳（４月１日現在）の奈良県後期高齢者医療加入者。
〇健 診 料：なし
〇実　施　期　間：６月１日～ 12月20日
〇実　施　方　法：一般社団法人奈良県歯科医師会に属する奈良県の歯科医療機関にて、口腔健診を実施。
〇口腔健診実施歯科医療機関一覧表（吉野町・大淀町・川上村）：下記のとおり
◎口腔健診の申込み方法
口腔健診実施歯科医療機関一覧表にある歯科医療機関へ、事前にご予約いただき、受診当日に健診券（は
がき）※・被保険者証をご持参ください。
※健診券（はがき）は５月下旬に奈良県後期高齢者広域連合より健診対象の方へ送付されます。

◎新型コロナウイルス感染症の動向に応じて、口腔健診事業の内容を一部変更する場合がありますのでご
注意ください。 【お問合せ】奈良県後期高齢者医療広域連合事業課　TEL：0744－29－8430

【口腔健診実施歯科医療機関一覧表　吉野町・大淀町・川上村】
木 村 歯 科 医 院

森 口 歯 科 医 院

笹 木 歯 科 医 院

辻 井 歯 科 医 院

土 居 歯 科 医 院

今 元 歯 科

〒639-3433
吉野郡吉野町新子364
〒639-3111
吉野郡吉野町大字上市2345
〒639-3114
吉野郡吉野町丹治135-3
〒639-3103
吉野郡吉野町平尾312
〒639-3112
吉野郡吉野町立野222-1
〒638-0821
吉野郡大淀町下渕195-1

☎0746-36-6953

☎0746-32-2568

☎0746-32-5048

☎0746-32-8134

☎0746-32-2623

☎0747-52-0821

岡 下 歯 科 医 院

今 西 歯 科 医 院

尾 上 歯 科 医 院

うえむら歯科医院

川上村歯科診療所

〒638-0821
吉野郡大淀町下渕908-1
〒638-0821
吉野郡大淀町下渕96
〒639-3126
吉野郡大淀町新野241-1
〒638-0812
吉野郡大淀町桧垣本1677-1
〒639-3543
吉野郡川上村大滝30

☎0747-52-2266

☎0747-52-7841

☎0746-32-0006

☎0747-52-2468

☎0747-53-2088

下
北
山
村
歯
科
診
療
所
が
開
院

R２（2020）.６R２（2020）.６（（　　　　　　）） 〈広報　下北山〉〈広報　下北山〉 №756№75655



村長 副村長

（総括、保健福祉全般）

（総括、用地、県事業）

（総括、地域創生全般）

（総括、人権、後期高齢者医療）

下北山村行政組織図および人員配置 令和2年4月1日現在

課長　福本　浩典田川　伸南　正文

室長　和田　英樹

（総括、行政全般）
課長　杉岡　貴司

参与　德本　貢一

会計管理者　杉岡　貴司（兼務）

課長　山岡　　綾

課長　谷口　英雄

次長　後呂　　智

参与　森岡　和久

診療所 
　医　師　田口　浩之
　看護師　田結荘　文
　看護師　岡田　香代
　主　事　峯　　正和

教育長
教育委員会

森田　千佳
久保田智浩
阪本　　匠

（庶務、奨学金、事業全般補佐）

（社会教育、文化財保護管理）

（学校教育）

総括、教育委員会
業務全般

事　　務　　局
松田　洋一

給食センター 　調理員　辻之内悦子

（議会・監査）
議 会 事 務 局
係長　平尾　孝二

主　　事
主　　事
主　事　補

係　　長
主　　査
主　事　補
主　事　補
主　事　補

亀田　双美
伊庭なお子

（社会福祉協議会　派遣）

（社会福祉協議会　派遣）

介護専門支援員
看　　護　　師

非常勤特別職

非常勤特別職

総　　務　　課

出　　納　　室

産 業 建 設 課

地域創生推進室

住　　民　　課

保 健 福 祉 課 ＜保健センター＞

平尾　孝二（兼務）
上田　真吾
仲　　怜里
平井　佳穂
今村　智香

（財産管理、交通、防犯）

（財政、企画、行革）

（消防・防災、情報化推進）

（人事、財政、企画、庶務）

（広報、選挙、統計、公共交通、庶務）

（全般業務、水利権更新業務、保小中合同校舎関係等）

（全般業務、出納業務、財政業務）

係　　長
主　　事
主　事　補

竹本　知昭
北　　直紀
井奥　海斗

（土木、建築、林道、地籍）

（林業、獣害対策）

（農業、村営住宅、水道）

主　事　補
主　事　補
主　事　補

上平　　俊
山川　侑亮
乾　　裕貴

（移住相談、空家活用、関係人口）

（観光、情報発信、庶務）

（地域創生、移住体験、企業支援）

係　　長
主　　事
主　　事
主　事　補

橋詰　和泉
寒作　功一
仲　　遥也
中西　麻依

（上下北山衛生一部事務組合、環境保全、廃棄物）

（固定資産税、住民税、軽自動車税）

（国民健康保険、福祉医療）

（戸籍住民関係、国民年金）

課長補佐
主　　査
保　健　師
保　健　師
主　　　　事
主　　　　事

岡田　尚武
中村　洋章
掛川　敬子
丸谷　友香
下　　祐子
的場　　理

（福祉全般）

（介護保険）

（母子保健）

（成老人保健）

（高齢者福祉、介護保険）

（障害福祉、児童福祉、衛生）

主　　査 田室　尚代（出納事務）
主　　事 水本　昌志（出納事務、給与、共済）

下北山保育所
　所　長　谷口　英雄（兼務）
　保育士　中　　　淑
　保育士　戸嶋　律子
　保育士　中村いずみ

　平成23年９月。紀伊半島に台風12号が上陸

し、奈良県でも南部地域を中心に記録的な豪

雨に見舞われました。この台風による降水量

は年間降水量の約６割にも及んだ地域もあ

り、死者・行方不明者24名、全・半壊家屋

118棟という甚大な被害が発生しました。

 　このような土砂災害を防ぐために村では、

砂防事業等のほか、土砂災害警戒区域及び特

別警戒区域が記載されたハザードマップを作

製しました。

　このハザードマップは、以前に各家庭に配

布したところですが村のホームページで確認

することもできます。

　また、追加で必要な場合は、下北山村役場

で配布しております。

６月は土砂災害防止月間です。みなさんも自

分の住んでいる地区が安全かどうかを確か

め、災害に対する心構えをいま一度見つめ直

して頂きますようお願いいたします。

第１分団

分 団 長　森岡　哲也

副分団長　勝平　芳明

班      長      8  名

団      員    35  名

第２分団

分 団 長　 奥　博公

副分団長　井奥　進

班      長      6  名

団      員    21  名

第３分団

分 団 長　大崎　剛

副分団長　奥　博樹

班      長      6  名

団      員    16  名

団長　栗本　武平

副団長　　岡　道則 副団長　平井　清

条例定数

120名

本部役員

3名

第１分団

45名

第２分団

29名

第３分団

24名

実団員合計

101名

下北山村消防団　人員配置図　令和２年６月１日現在

毎年６月は土砂災害防止月間です
～あなたの住んでいる地域は安全ですか？～

土砂災害ハザードマップ　※役場にて配布しております。

このページに関する問合せ先：総務課　消防・防災係　☎６－０００１
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村長 副村長

（総括、保健福祉全般）

（総括、用地、県事業）

（総括、地域創生全般）

（総括、人権、後期高齢者医療）

下北山村行政組織図および人員配置 令和2年4月1日現在

課長　福本　浩典田川　伸南　正文

室長　和田　英樹

（総括、行政全般）
課長　杉岡　貴司

参与　德本　貢一

会計管理者　杉岡　貴司（兼務）

課長　山岡　　綾

課長　谷口　英雄

次長　後呂　　智

参与　森岡　和久

診療所 
　医　師　田口　浩之
　看護師　田結荘　文
　看護師　岡田　香代
　主　事　峯　　正和
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教育委員会

森田　千佳
久保田智浩
阪本　　匠

（庶務、奨学金、事業全般補佐）

（社会教育、文化財保護管理）

（学校教育）

総括、教育委員会
業務全般

事　　務　　局
松田　洋一

給食センター 　調理員　辻之内悦子

（議会・監査）
議 会 事 務 局
係長　平尾　孝二

主　　事
主　　事
主　事　補
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主　事　補

亀田　双美
伊庭なお子

（社会福祉協議会　派遣）

（社会福祉協議会　派遣）

介護専門支援員
看　　護　　師

非常勤特別職

非常勤特別職

総　　務　　課

出　　納　　室

産 業 建 設 課

地域創生推進室

住　　民　　課

保 健 福 祉 課 ＜保健センター＞

平尾　孝二（兼務）
上田　真吾
仲　　怜里
平井　佳穂
今村　智香

（財産管理、交通、防犯）

（財政、企画、行革）

（消防・防災、情報化推進）

（人事、財政、企画、庶務）

（広報、選挙、統計、公共交通、庶務）

（全般業務、水利権更新業務、保小中合同校舎関係等）

（全般業務、出納業務、財政業務）

係　　長
主　　事
主　事　補

竹本　知昭
北　　直紀
井奥　海斗

（土木、建築、林道、地籍）

（林業、獣害対策）

（農業、村営住宅、水道）

主　事　補
主　事　補
主　事　補

上平　　俊
山川　侑亮
乾　　裕貴

（移住相談、空家活用、関係人口）

（観光、情報発信、庶務）

（地域創生、移住体験、企業支援）

係　　長
主　　事
主　　事
主　事　補

橋詰　和泉
寒作　功一
仲　　遥也
中西　麻依

（上下北山衛生一部事務組合、環境保全、廃棄物）

（固定資産税、住民税、軽自動車税）

（国民健康保険、福祉医療）

（戸籍住民関係、国民年金）

課長補佐
主　　査
保　健　師
保　健　師
主　　　　事
主　　　　事

岡田　尚武
中村　洋章
掛川　敬子
丸谷　友香
下　　祐子
的場　　理

（福祉全般）

（介護保険）

（母子保健）

（成老人保健）

（高齢者福祉、介護保険）

（障害福祉、児童福祉、衛生）

主　　査 田室　尚代（出納事務）
主　　事 水本　昌志（出納事務、給与、共済）

下北山保育所
　所　長　谷口　英雄（兼務）
　保育士　中　　　淑
　保育士　戸嶋　律子
　保育士　中村いずみ

　平成23年９月。紀伊半島に台風12号が上陸

し、奈良県でも南部地域を中心に記録的な豪

雨に見舞われました。この台風による降水量

は年間降水量の約６割にも及んだ地域もあ

り、死者・行方不明者24名、全・半壊家屋

118棟という甚大な被害が発生しました。

 　このような土砂災害を防ぐために村では、

砂防事業等のほか、土砂災害警戒区域及び特

別警戒区域が記載されたハザードマップを作

製しました。

　このハザードマップは、以前に各家庭に配

布したところですが村のホームページで確認

することもできます。

　また、追加で必要な場合は、下北山村役場

で配布しております。

６月は土砂災害防止月間です。みなさんも自

分の住んでいる地区が安全かどうかを確か

め、災害に対する心構えをいま一度見つめ直

して頂きますようお願いいたします。

第１分団

分 団 長　森岡　哲也

副分団長　勝平　芳明

班      長      8  名

団      員    35  名

第２分団

分 団 長　 奥　博公

副分団長　井奥　進

班      長      6  名

団      員    21  名

第３分団

分 団 長　大崎　剛

副分団長　奥　博樹

班      長      6  名

団      員    16  名

団長　栗本　武平

副団長　　岡　道則 副団長　平井　清

条例定数

120名

本部役員

3名

第１分団

45名

第２分団

29名

第３分団

24名

実団員合計

101名

下北山村消防団　人員配置図　令和２年６月１日現在

毎年６月は土砂災害防止月間です
～あなたの住んでいる地域は安全ですか？～

土砂災害ハザードマップ　※役場にて配布しております。

このページに関する問合せ先：総務課　消防・防災係　☎６－０００１
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今月号の協力隊のつぶやきは
仲が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その84

　皆さん、こんにちは！
BIYORI（ビヨリ）の管
理人の仲奈央子です。
　コロナウイルスの影
響でしばらく休業して
いたBIYORI。イベント
も全て延期となり、村
民さんのカフェ利用も
出来なくなりました。
「人と人とのつながりを
生む場所」として存在
するBIYORIとして、「何
か、今できることは無
いか？」ということを
考え、５月から期間限
定で「おうちで下北山村を楽しむ」をテーマに、きなり館に置いている『村の特産品』をネットで受付
る取り組みを始めました。
　購入いただいた方には任意で、今回の注文のきっかけと下北山村とのゆかりをお伺いしているのです
が、『下北山村が好きで毎年訪れている方』『元山村留学生さん』『釣りの途中で怪我をしてしまった際
に村民さんに優しくしてもらった方』『下北山村出身だがしばらく帰れていない方』など、様々な理由
で下北山村のファンの方がいらっしゃることを知りました。
　“こんな状況だからこそ、新たにこのような方達とつながる事が出来たのだ”、と考えると、全てがマ
イナスに傾いているように見える今のこの世の中も、新たな暮らし方や人とのつながり方を発見できる、
良い機会だと捉えることが出来ます。
　一旦、ゴールデンウィークに間に合わせたい！と取り急ぎ始めた取り組みですが、今後、世の中の動
きに柔軟に対応しながら、どのような形でこの取り組みをつなげていくべきか、ワクワクしながら考え
ております。
　更に、賞味期限間近の特産品を廃棄せずに、遠くの下北山村ファンの方にお届けできることも、大変
嬉しく思っております。地域住民の方々の協力によって、一つ一つ地道に丁寧につくられている特産品
を無駄にせず、少しでも多くの方の手元へ届けたいと考えました。
　今回の取り組みにおいて、直接会う回数が減ったとしても、新しい形でコミュニケーションをとれる
ということを学びました。この学びを、今後のBIYORIの運営にも生かして、日々頑張りたいと思います。
（とはいえ、やはりみなさんと直接お会いしてお話できることを心待ちにしています☆）
　６月以降のBIYORIの今後の営業方針については、この原稿を書いている５月半ば、まだ定まってい
ないので、決まり次第、改めて告知させていただきます
　最後になりましたが、きなり館のスタッフの方々、生産者さん、役場職員の担当者さんの協力があり、
取り組むことが出来ました。本当にありがとうございました。

( )

公式フェイスブックで

情報チェック♪
携帯電話のカメラで読み取り→

BIYORI（ビヨリ）とは

コーヒーが飲める

仕事ができる（インターネット使い放題）

打ち合わせができる（会議室あり）

イベントができる（スペースお貸しします）

オープンキッチン貸出（ランチ提供してくれる方、募集中）

皆さんからの情報や人と人とのつながり・交流に

よってBIYORIは更に素敵な場所になることができま

す。(･ ･)

※６月以降のBIYORIの今後の営業方針については、

決まり次第、改めて告知させていただきます！

SHIMOKITAYAMA B
IYORI

(シモキタヤマ ビヨリ)

浦向24-1

旧やまびこ寮
TEL：07468-9-0014

特産品の
お届けの際に

同封したお手紙♪

安
井
洋
文
隊
員

　
初
め
ま
し
て
、５
月
か
ら
協
力
隊（
自

伐
型
林
業
）
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

安
井
洋
文
（
や
す
い
　
ひ
ろ
ふ
み
）
と

申
し
ま
す
。
40
歳
。
独
身
で
す
。

　
出
身
は
大
阪
市
。
大
阪
で
繊
維
関
係

の
商
売
を
し
て
い
た
父
と
橿
原
市
出
身

の
農
家
の
娘
の
母
と
の
間
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
父
の
趣
味
は
釣
り
で
、
幼
い
頃

は
海
に
よ
く
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
一
方
、
山
が
好
き
だ
っ
た
母
に

は
、
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
。
そ
ん
な

影
響
も
あ
っ
て
か
、
大
学
卒
業
後
は
、

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
東
京
で

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
の
中
で
体

を
動
か
す
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
兵
庫
県
の
生
野
町
へ
引
っ
越

し
、
14
年
間
、
地
元
の
森
林
組
合
で
造

林
・
育
林
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

　
そ
し
て
、
転
機
は
今
年
の
初
め
、「
自

伐
型
林
業
」
と
い
う
小
規
模
、
環
境
保

全
型
の
林
業
経
営
の
手
法
を
知
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
そ
う
い
っ
た
か
た
ち
で

林
業
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
役
場
の
林
業
担
当
の
方

と
の
ご
縁
が
あ
り
、
こ
の
春
、
移
住
を

決
め
ま
し
た
。

　
自
伐
型
林
業
は
、こ
れ
か
ら
の
森
林
・

林
業
に
お
い
て
将
来
性
、
可
能
性
が
大

い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
個
人
の
力

だ
け
で
は
到
底
解
決
で
き
な
い
よ
う
な

課
題
も
ま
だ
ま
だ
多
く
、
お
そ
ら
く
厳

し
い
道
の
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
山

へ
の
思
い
の
あ
る
方
々
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
は
自

立
し
、
責
任
を
持
っ
た
仕
事
が
で
き
る

よ
う
、
村
で
し
っ
か
り
根
を
張
っ
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う 

頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

石
丸
慎
吾
隊
員

　
愛
媛
県
出
身
に
な
り
ま
す
。
以
前
は

長
野
県
の
上
伊
那
森
林
組
合
で
伐
採
・

搬
出
作
業
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
縁

が
あ
っ
て
こ
の
５
月
か
ら
下
北
山
村
で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
協
力
隊
で
の

活
動
内
容
は
、
下
北
山
村
の
山
を
ま
と

め
た
り
、
管
理
を
で
き
る
よ
う
に
経
験

を
積
む
こ
と
で
す
。
下
北
山
村
の
山
林

は
、
手
が
入
っ
て
い
な
い
場
所
が
多
い

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
間
伐
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
間
伐
を
早
く
進
め

る
た
め
に
は
、
い
く
つ
も
の
山
を
ひ
と

ま
と
め
に
し
て
か
ら
作
業
を
す
る
と
効

率
よ
く
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
５
月
12
日
か
ら
は
佐
田
地
区
の
山
の

境
界
を
確
認
作
業
の
下
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
境
界
確
認
の
た
め
に
、
林
政
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
橋
啓
さ
ん
か
ら
境
界

の
調
査
に
必
要
な
道
具
の
使
い
方
や
公

図
の
読
み
方
・
使
い
方
な
ど
を
教
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
の
北
直
紀
さ
ん

か
ら
は
、
下
北
山
村
の
林
業
の
歴
史
か

ら
、
所
有
者
さ
ん
の
名
前
の
読
み
方
と

い
っ
た
情
報
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
境
界
確
定
に
向
け
た
作
業
で

は
現
地
に
境
界
杭
や
書
付
が
無
い
山
が

多
く
、
山
主
さ
ん
の
お
宅
を
訪
ね
、
聞

き
取
り
に
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
境
界
を
確
定
す
る
た
め
は
、
山
主
さ

ん
の
力
を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
進
み
ま

せ
ん
が
、
境
界
確
定
に
必
要
な
資
料
の

整
理
や
集
約
化
を
す
る
た
め
の
森
林
調

査
な
ど
は
、
同
じ
協
力
隊
員
が
日
々
進

め
て
い
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
境
界
確

定
後
、
山
主
さ
ん
に
山
作
業
の
了
承
を

得
た
後
に
は
、
実
際
に
間
伐
の
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
そ
の
た
め
の

道
づ
く
り
を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
協
力
隊
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
先
の

高
橋
啓
さ
ん
、
役
場
の
北
さ
ん
に
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
も
ら
い
つ
つ
、
自
身
が

中
心
と
な
っ
て
下
北
山
村
の
山
を
ま
と

め
た
り
、
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
現
協

力
隊
員
の
方
々
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
方

た
ち
と
一
緒
に
村
の
山
を
引
き
継
い
で

行
け
る
よ
う
日
々
の
活
動
を
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
協
力
隊
員
の
活
動
だ
け
で
な

く
日
常
生
活
で
村
民
の
皆
さ
ん
に
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
も
気
軽
に
声

を
か
け
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。

新

協

力

隊

員

紹

介

や
す
い
ひ
ろ
ふ
み

い
し
ま
る
し
ん
ご
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仲が担当します。協力隊のつぶやき協力隊のつぶやき その84
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ということを学びました。この学びを、今後のBIYORIの運営にも生かして、日々頑張りたいと思います。
（とはいえ、やはりみなさんと直接お会いしてお話できることを心待ちにしています☆）
　６月以降のBIYORIの今後の営業方針については、この原稿を書いている５月半ば、まだ定まってい
ないので、決まり次第、改めて告知させていただきます
　最後になりましたが、きなり館のスタッフの方々、生産者さん、役場職員の担当者さんの協力があり、
取り組むことが出来ました。本当にありがとうございました。

( )

公式フェイスブックで

情報チェック♪
携帯電話のカメラで読み取り→

BIYORI（ビヨリ）とは

コーヒーが飲める

仕事ができる（インターネット使い放題）

打ち合わせができる（会議室あり）

イベントができる（スペースお貸しします）

オープンキッチン貸出（ランチ提供してくれる方、募集中）

皆さんからの情報や人と人とのつながり・交流に

よってBIYORIは更に素敵な場所になることができま

す。(･ ･)

※６月以降のBIYORIの今後の営業方針については、

決まり次第、改めて告知させていただきます！
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月
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力
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自
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型
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業
）
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て
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嘱
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し
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父
と
橿
原
市
出
身

の
農
家
の
娘
の
母
と
の
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に
生
ま
れ
ま

し
た
。
父
の
趣
味
は
釣
り
で
、
幼
い
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に
よ
く
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
一
方
、
山
が
好
き
だ
っ
た
母
に

は
、
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
。
そ
ん
な

影
響
も
あ
っ
て
か
、
大
学
卒
業
後
は
、

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
東
京
で

働
い
て
い
ま
し
た
が
、
自
然
の
中
で
体

を
動
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す
仕
事
に
就
き
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
、
兵
庫
県
の
生
野
町
へ
引
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越

し
、
14
年
間
、
地
元
の
森
林
組
合
で
造

林
・
育
林
の
仕
事
に
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わ
っ
て
き
ま
し

た
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そ
し
て
、
転
機
は
今
年
の
初
め
、「
自

伐
型
林
業
」
と
い
う
小
規
模
、
環
境
保

全
型
の
林
業
経
営
の
手
法
を
知
り
ま
し

た
。
今
後
は
、
そ
う
い
っ
た
か
た
ち
で

林
業
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
た
と
こ
ろ
、
役
場
の
林
業
担
当
の
方

と
の
ご
縁
が
あ
り
、
こ
の
春
、
移
住
を

決
め
ま
し
た
。

　
自
伐
型
林
業
は
、こ
れ
か
ら
の
森
林
・

林
業
に
お
い
て
将
来
性
、
可
能
性
が
大

い
に
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
個
人
の
力

だ
け
で
は
到
底
解
決
で
き
な
い
よ
う
な

課
題
も
ま
だ
ま
だ
多
く
、
お
そ
ら
く
厳

し
い
道
の
り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
山

へ
の
思
い
の
あ
る
方
々
み
ん
な
で
力
を

合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
将
来
は
自

立
し
、
責
任
を
持
っ
た
仕
事
が
で
き
る

よ
う
、
村
で
し
っ
か
り
根
を
張
っ
て
暮

ら
し
て
い
け
る
よ
う 

頑
張
っ
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

石
丸
慎
吾
隊
員

　
愛
媛
県
出
身
に
な
り
ま
す
。
以
前
は

長
野
県
の
上
伊
那
森
林
組
合
で
伐
採
・

搬
出
作
業
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
縁

が
あ
っ
て
こ
の
５
月
か
ら
下
北
山
村
で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
協
力
隊
で
の

活
動
内
容
は
、
下
北
山
村
の
山
を
ま
と

め
た
り
、
管
理
を
で
き
る
よ
う
に
経
験

を
積
む
こ
と
で
す
。
下
北
山
村
の
山
林

は
、
手
が
入
っ
て
い
な
い
場
所
が
多
い

の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
間
伐
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
間
伐
を
早
く
進
め

る
た
め
に
は
、
い
く
つ
も
の
山
を
ひ
と

ま
と
め
に
し
て
か
ら
作
業
を
す
る
と
効

率
よ
く
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
５
月
12
日
か
ら
は
佐
田
地
区
の
山
の

境
界
を
確
認
作
業
の
下
準
備
を
し
て
い

ま
す
。
境
界
確
認
の
た
め
に
、
林
政
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
高
橋
啓
さ
ん
か
ら
境
界

の
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に
必
要
な
道
具
の
使
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や
公

図
の
読
み
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・
使
い
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な
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を
教
わ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
の
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直
紀
さ
ん

か
ら
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、
下
北
山
村
の
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業
の
歴
史
か

ら
、
所
有
者
さ
ん
の
名
前
の
読
み
方
と
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っ
た
情
報
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
境
界
確
定
に
向
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た
作
業
で

は
現
地
に
境
界
杭
や
書
付
が
無
い
山
が

多
く
、
山
主
さ
ん
の
お
宅
を
訪
ね
、
聞

き
取
り
に
伺
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
境
界
を
確
定
す
る
た
め
は
、
山
主
さ

ん
の
力
を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
進
み
ま

せ
ん
が
、
境
界
確
定
に
必
要
な
資
料
の

整
理
や
集
約
化
を
す
る
た
め
の
森
林
調

査
な
ど
は
、
同
じ
協
力
隊
員
が
日
々
進

め
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っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
境
界
確

定
後
、
山
主
さ
ん
に
山
作
業
の
了
承
を

得
た
後
に
は
、
実
際
に
間
伐
の
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
り
、
そ
の
た
め
の

道
づ
く
り
を
ご
提
案
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　
協
力
隊
を
卒
業
し
て
か
ら
は
、
先
の

高
橋
啓
さ
ん
、
役
場
の
北
さ
ん
に
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
も
ら
い
つ
つ
、
自
身
が

中
心
と
な
っ
て
下
北
山
村
の
山
を
ま
と

め
た
り
、
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
現
協

力
隊
員
の
方
々
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
方

た
ち
と
一
緒
に
村
の
山
を
引
き
継
い
で

行
け
る
よ
う
日
々
の
活
動
を
し
て
い
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
協
力
隊
員
の
活
動
だ
け
で
な

く
日
常
生
活
で
村
民
の
皆
さ
ん
に
い
ろ

い
ろ
と
教
え
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
か
ら
も
気
軽
に
声

を
か
け
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
。

新

協

力

隊

員

紹

介

や
す
い
ひ
ろ
ふ
み

い
し
ま
る
し
ん
ご
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集
中
豪
雨
・
台
風
に
備
え
て

「
気
象
情
報
を
聞
き
、
早
め
の
対
応

を
！
」

•
避
難
に
備
え
て
非
常
持
出
品
の
点
検

•
ベ
ラ
ン
ダ
の
小
物
を
取
り
込
む

•
危
険
物
の
漏
れ
出
し
を
防
止

•
雨
戸
や
窓
を
補
強

•
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
注

意
•
ご
近
所
さ
ん
と
声
掛
け

「
危
険
で
す
！
そ
の
行
動
」

•
豪
雨
・
強
風
下
で
の
屋
根
瓦
の
補
強

は
大
変
危
険
で
す
。

•
急
な
増
水
に
よ
り
流
さ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
河
川
・
田
畑
の
水
路

に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
。

•
河
原
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
う
際
は
、
降
雨
に
注
意

し
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

駐在さん通信駐在さん通信

「
土
砂
災
害
の
前
触
れ
」

•
崖
崩
れ
の
前
触
れ

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
る
、
崖
に

裂
け
目
が
で
き
る
、
崖
か
ら
水
が
湧

き
出
る

•
地
滑
り
の
前
触
れ

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
、
陥
没

や
隆
起
が
生
じ
る

•
土
砂
流
の
前
触
れ

ド
ン
と
い
う
山
な
り
が
な
る
、
川
の

水
が
急
に
減
り
始
め
る
、
川
の
水
が

濁
っ
て
く
る

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
全
員
避
難
を
！

　
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
避
難
に
時
間
を
要

す
る
ご
高
齢
の
方
と
そ
の
支
援
者
は
、

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
注
意
！

　
道
路
を
横
断
歩
行
中
に
車
に
は
ね
ら

れ
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
車
を
運
転
す
る
際
は
、
歩
行
者
（
特

に
高
齢
者
・
子
ど
も
）
を
見
か
け
た
ら

減
速
！

　
横
断
歩
道
を
横
断
す
る
歩
行
者
が
い

る
と
き
は
、
横
断
歩
道
の
手
前
で
停
止

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
歩
行
者

が
優
先
で
す
。）

　
夜
間
走
行
の
際
、
先
行
者
・
対
向
車

が
な
い
時
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
上
向

き
に
し
て
歩
行
者
・
動
物
・
落
下
物
を

早
く
発
見
で
き
る
よ
う
に
有
効
に
ハ
イ

ビ
ー
ム
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
歩
行
者
の
方
は
、
横
断
歩
道
が
あ
れ

ば
横
断
歩
道
を
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
道

路
を
横
断
す
る
際
は
、
左
右
の
安
全
確

認
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
夕
方
、
日
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

夜
間
の
歩
行
は
明
る
い
服
装
・
反
射
材

の
着
用
や
ラ
イ
ト
を
持
っ
て
、
車
の
運

転
手
に
早
く
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
車
は
大
変
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、

運
転
を
誤
れ
ば
非
常
に
危
険
な
凶
器
と

な
っ
て
し
ま
い
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
事
に
な
り
ま
す
。
歩
行
者
を
守
る
た

め
一
人
一
人
が
安
全
運
転
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
４
月
末
現
在
、
奈
良
県
下
で
の
特
殊

詐
欺
被
害
は
、
82
件
発
生
し
ま
し
た
。

　
昨
年
同
期
の
41
件
か
ら
倍
増
し
て
い

ま
す
。

　
被
害
総
額
は
約
１
億
３
９
３
０
万
円

で
昨
年
同
期
の
６
０
２
０
万
円
か
ら
倍

増
の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
発
生
の
82
件
中
66
件
が
被
害
者

か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し

取
っ
た
り
、
別
の
カ
ー
ド
と
す
り
替
え

た
り
す
る
手
口
で
す
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
を
受
け
給
付
さ
れ
る
10
万
円
に
つ
い

て
も
、
給
付
金
の
手
続
き
を
名
乗
っ
た

不
審
電
話
も
増
加
中
で
す
。

「
電
話
口
、
コ
ロ
ナ
の
話
　そ
れ
は
詐

欺
」

•
役
場
職
員
や
警
察
官
が
、
電
話
で
銀

行
の
口
座
や
残
高
を
聞
く
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

•
電
話
口
で
の
お
金
の
話
が
出
れ
ば

「
詐
欺
」
と
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

•
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
れ
ば
、
決
し

て
１
人
で
判
断
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

•
慌
て
ず
、
一
呼
吸
落
ち
着
い
て
、
家

族
や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

第
14
期
被
害
者
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
に
つ
い
て

ど
う
す
れ
ば

い
い
ん
だ
ろ
う

み
ん
な
で

で
き
る
こ
と
が

あ
る
よ
！

正
し
い
情
報
を

知
っ
て
、

行
動
す
る

こ
と
が

大
切
だ
よ

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の

行
動
が

み
ん
な
の
命
を

守
る
ん
だ
！

力
を
あ
わ
せ
て

が
ん
ば
ろ
う
！

し
っ
か
り
実
行

し
な
く
っ
ち
ゃ

な
に
よ
り

命
を
守
る

こ
と
が

大
切
だ
！

い
の
ち

ま
も

じ
っ
こ
う

た
だ

こ
う
ど
う

こ
う

ま
もち

か
ら

わ
た
しど

う

い
の
ち

ひ
と
り

た
い
せ
つ

し

じ
ょ
う
ほ
う

た
い
せ
つ

野焼きは一部の例外を除き、
　　　　　法律で禁止されています！
　野外焼却（野焼き）によって大量の煙や臭いが発生し、近隣
の生活環境に支障をきたしてしまうこともあります。煙たい、
洗濯物に臭いがついて困る、体調の悪い人がいるので困ると
いった苦情が、寄せられています。ご近所に迷惑にならないよ
うお願いします。

野焼きとは？
　野焼きとは、廃棄物（ごみ等）を適正な焼却施設など（有毒
ガスを発生させない施設）以外で焼却することをいいます。ド
ラム缶や一斗缶での焼却も含まれます。

野焼き禁止の例外とはどんなもの？
●川掃除、道掃除で出た草木の焼却
●草刈や庭木の剪定で出た草木の焼却
●稲わら、農作業に伴い刈り取った雑草、伐採した木の枝など
の焼却
●どんど焼きなどの行事を行うために焼却
●暖をとるためのたき火、キャンプファイヤー

野焼き禁止の例外に対する留意事項
　野焼き禁止の例外規定とされた行為であっても、あくまでも
例外であることを十分認識していただき、次のことに留意して
ください。
●火災に十分留意して、消火するまでその場を離れないように
する。
●畑や庭から出た草木はできるだけ焼却は控える。（土に還す、
よく乾かして燃やせるゴミとしてゴミ収集に出す。）
●風向きや焼却する場所、時間帯などに配慮し、大量の煙やひ
どい臭い等が発生しないようにする。
●苦情が出ないよう、近隣の住民の方の理解を得て、迷惑にな
らないようにする。

　
犯
罪
や
事
故
の
被
害
者
等
を
支

援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
期
間
】

令
和
２
年
７
月
１
日
〜
７
月
31
日

【
応
募
資
格
】

①
奈
良
県
在
住
の
成
人
（
70
歳
未

満
）

②
性
別
、
職
業
、
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
。

③
被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方

　
書
類
選
考
等
の
上
、
養
成
講
座

を
受
講
い
た
だ
き
ま
す
。

　
応
募
方
法
は
、
な
ら
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
７
４
２
‐
２
６
‐
６
９
３
５
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集
中
豪
雨
・
台
風
に
備
え
て

「
気
象
情
報
を
聞
き
、
早
め
の
対
応

を
！
」

•
避
難
に
備
え
て
非
常
持
出
品
の
点
検

•
ベ
ラ
ン
ダ
の
小
物
を
取
り
込
む

•
危
険
物
の
漏
れ
出
し
を
防
止

•
雨
戸
や
窓
を
補
強

•
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
に
注

意
•
ご
近
所
さ
ん
と
声
掛
け

「
危
険
で
す
！
そ
の
行
動
」

•
豪
雨
・
強
風
下
で
の
屋
根
瓦
の
補
強

は
大
変
危
険
で
す
。

•
急
な
増
水
に
よ
り
流
さ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
る
の
で
、
河
川
・
田
畑
の
水
路

に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
。

•
河
原
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
う
際
は
、
降
雨
に
注
意

し
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

駐在さん通信駐在さん通信

「
土
砂
災
害
の
前
触
れ
」

•
崖
崩
れ
の
前
触
れ

小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
る
、
崖
に

裂
け
目
が
で
き
る
、
崖
か
ら
水
が
湧

き
出
る

•
地
滑
り
の
前
触
れ

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
、
陥
没

や
隆
起
が
生
じ
る

•
土
砂
流
の
前
触
れ

ド
ン
と
い
う
山
な
り
が
な
る
、
川
の

水
が
急
に
減
り
始
め
る
、
川
の
水
が

濁
っ
て
く
る

警
戒
レ
ベ
ル
４
で
全
員
避
難
を
！

　
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
避
難
に
時
間
を
要

す
る
ご
高
齢
の
方
と
そ
の
支
援
者
は
、

早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
に
注
意
！

　
道
路
を
横
断
歩
行
中
に
車
に
は
ね
ら

れ
、
お
亡
く
な
り
に
な
る
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

　
車
を
運
転
す
る
際
は
、
歩
行
者
（
特

に
高
齢
者
・
子
ど
も
）
を
見
か
け
た
ら

減
速
！

　
横
断
歩
道
を
横
断
す
る
歩
行
者
が
い

る
と
き
は
、
横
断
歩
道
の
手
前
で
停
止

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
歩
行
者

が
優
先
で
す
。）

　
夜
間
走
行
の
際
、
先
行
者
・
対
向
車

が
な
い
時
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
上
向

き
に
し
て
歩
行
者
・
動
物
・
落
下
物
を

早
く
発
見
で
き
る
よ
う
に
有
効
に
ハ
イ

ビ
ー
ム
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
歩
行
者
の
方
は
、
横
断
歩
道
が
あ
れ

ば
横
断
歩
道
を
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
道

路
を
横
断
す
る
際
は
、
左
右
の
安
全
確

認
を
確
実
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
夕
方
、
日
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

夜
間
の
歩
行
は
明
る
い
服
装
・
反
射
材

の
着
用
や
ラ
イ
ト
を
持
っ
て
、
車
の
運

転
手
に
早
く
気
づ
い
て
も
ら
え
る
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
車
は
大
変
便
利
な
乗
り
物
で
す
が
、

運
転
を
誤
れ
ば
非
常
に
危
険
な
凶
器
と

な
っ
て
し
ま
い
、
取
り
返
し
の
つ
か
な

い
事
に
な
り
ま
す
。
歩
行
者
を
守
る
た

め
一
人
一
人
が
安
全
運
転
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を
！

　
４
月
末
現
在
、
奈
良
県
下
で
の
特
殊

詐
欺
被
害
は
、
82
件
発
生
し
ま
し
た
。

　
昨
年
同
期
の
41
件
か
ら
倍
増
し
て
い

ま
す
。

　
被
害
総
額
は
約
１
億
３
９
３
０
万
円

で
昨
年
同
期
の
６
０
２
０
万
円
か
ら
倍

増
の
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
発
生
の
82
件
中
66
件
が
被
害
者

か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し

取
っ
た
り
、
別
の
カ
ー
ド
と
す
り
替
え

た
り
す
る
手
口
で
す
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
拡

大
を
受
け
給
付
さ
れ
る
10
万
円
に
つ
い

て
も
、
給
付
金
の
手
続
き
を
名
乗
っ
た

不
審
電
話
も
増
加
中
で
す
。

「
電
話
口
、
コ
ロ
ナ
の
話
　そ
れ
は
詐

欺
」

•
役
場
職
員
や
警
察
官
が
、
電
話
で
銀

行
の
口
座
や
残
高
を
聞
く
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

•
電
話
口
で
の
お
金
の
話
が
出
れ
ば

「
詐
欺
」
と
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

•
少
し
で
も
不
審
に
感
じ
れ
ば
、
決
し

て
１
人
で
判
断
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。

•
慌
て
ず
、
一
呼
吸
落
ち
着
い
て
、
家

族
や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

第
14
期
被
害
者
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
に
つ
い
て

ど
う
す
れ
ば

い
い
ん
だ
ろ
う

み
ん
な
で

で
き
る
こ
と
が

あ
る
よ
！

正
し
い
情
報
を

知
っ
て
、

行
動
す
る

こ
と
が

大
切
だ
よ

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
の

行
動
が

み
ん
な
の
命
を

守
る
ん
だ
！

力
を
あ
わ
せ
て

が
ん
ば
ろ
う
！

し
っ
か
り
実
行

し
な
く
っ
ち
ゃ

な
に
よ
り

命
を
守
る

こ
と
が

大
切
だ
！

い
の
ち

ま
も

じ
っ
こ
う

た
だ

こ
う
ど
う

こ
う

ま
もち

か
ら

わ
た
しど

う

い
の
ち

ひ
と
り

た
い
せ
つ

し

じ
ょ
う
ほ
う

た
い
せ
つ

野焼きは一部の例外を除き、
　　　　　法律で禁止されています！
　野外焼却（野焼き）によって大量の煙や臭いが発生し、近隣
の生活環境に支障をきたしてしまうこともあります。煙たい、
洗濯物に臭いがついて困る、体調の悪い人がいるので困ると
いった苦情が、寄せられています。ご近所に迷惑にならないよ
うお願いします。

野焼きとは？
　野焼きとは、廃棄物（ごみ等）を適正な焼却施設など（有毒
ガスを発生させない施設）以外で焼却することをいいます。ド
ラム缶や一斗缶での焼却も含まれます。

野焼き禁止の例外とはどんなもの？
●川掃除、道掃除で出た草木の焼却
●草刈や庭木の剪定で出た草木の焼却
●稲わら、農作業に伴い刈り取った雑草、伐採した木の枝など
の焼却
●どんど焼きなどの行事を行うために焼却
●暖をとるためのたき火、キャンプファイヤー

野焼き禁止の例外に対する留意事項
　野焼き禁止の例外規定とされた行為であっても、あくまでも
例外であることを十分認識していただき、次のことに留意して
ください。
●火災に十分留意して、消火するまでその場を離れないように
する。
●畑や庭から出た草木はできるだけ焼却は控える。（土に還す、
よく乾かして燃やせるゴミとしてゴミ収集に出す。）
●風向きや焼却する場所、時間帯などに配慮し、大量の煙やひ
どい臭い等が発生しないようにする。
●苦情が出ないよう、近隣の住民の方の理解を得て、迷惑にな
らないようにする。

　
犯
罪
や
事
故
の
被
害
者
等
を
支

援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。

【
募
集
期
間
】

令
和
２
年
７
月
１
日
〜
７
月
31
日

【
応
募
資
格
】

①
奈
良
県
在
住
の
成
人
（
70
歳
未

満
）

②
性
別
、
職
業
、
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
。

③
被
害
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
積
極
的
に
参
加
で
き
る
方

　
書
類
選
考
等
の
上
、
養
成
講
座

を
受
講
い
た
だ
き
ま
す
。

　
応
募
方
法
は
、
な
ら
犯
罪
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
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６
‐
６
９
３
５



きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。
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前年同月比
（－
（－
（－
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33）
19）
14）
19）

人　口
男
女
世帯数

875人
400人
475人
552戸

先月比
2）
1）
3）
2）

（－
（＋
（－
（＋

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

中

　岡

　伊
佐
雄
さ
ん
（
下
池
原
）

五
月
三
日

逝
去

　

　享
年
七
十
六
才

下
池
原
（
５
月
18
日
）

中

　岡

　美
奈
子

　さ
ん

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方

住宅家賃助成金のご案内
○助成対象者
村営住宅または民間賃貸住宅等に入居している50歳未満の方（契約者本人）
※生活保護受給者、正職員である地方公務員および下北山村役場職員の給与支給に準じた住
　宅手当を受給している者、村税等の滞納者は対象外

○助成金額
・家賃の月額から10,000円を控除した額の１/２ 。（上限50,000円）※100円未満切捨て
・勤め先などから住宅手当を受給している場合は、手当てを差し引いた額の１/２を支給。
（例）38,500円の家賃を払っていて、勤め先から5,000円の住居手当をもらっている場合　
　　（38,500円－10,000円－5,000円）×１/２＝11,750円→支給額11,700円／月

○支給期間
申請のあった日の属する月からその月の属する年度の３月31日までとなりますので、継続し
て助成を希望される場合は毎年申請が必要です。また、助成金は３か月ごとにまとめて支給
します。

○申請・詳細についての問合せ
　下北山村役場　地域創生推進室　TEL：６－０００１

　
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
は
、
５
月
12
日
に
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
と

定
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
１
週
間
（
５
月
12
日
〜
18
日
）
を
「
活
動
強
化
週
間
」

と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
本
村
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
対
策
と
し
て
布
マ
ス
ク
を
製
作
し
ま
し
た
。

　
主
に
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
見
回
り
を
兼
ね
て
マ
ス
ク
を
持
っ
て
い
な
い
方
へ
配
付

し
、
園
児
・
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
も
、

１
人
２
枚
ず
つ
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
、
材
料
（
布
や

ゴ
ム
）
が
手
に
入
り
に
く
い
た
め
、
委
員

の
皆
さ
ん
が
寄
せ
集
め
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

ク
ラ
ブ
員
の
方
々
の
協
力
も
得
て
、
約
６

０
０
枚
以
上
の
布
マ
ス
ク
を
製
作
し
ま
し

た
。 民

生
児
童
委
員
の
強
調
週
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

民
生
児
童
委
員
の
強
調
週
間
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

村にも一部、贈呈いただきました
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